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１号様式                    記録者   主事 髙橋秀彰  

  

総務、産業、建設常任委員会記録 

                        

招 集 年 月 日 令和４年２月１６日（水） 

招 集 の 場 所 議員控室 

開 会 午後１時２４分 

出 席 者  

委員長 山岸 三男 

副委員長 佐野 善弘 

委員 赤坂 芳則 

委員 藤田 洋一 

委員 櫻井 功紀 

委員 前原 宏 

議長 鈴木 宏通 

     

    

欠 席 者  

職務のため出席

した者の職氏名 

 

議会事務局主事 髙橋秀彰 

 

協 議 事 項 ・調査研究テーマについて 

そ の 他  

閉 会 午後２時２６分 
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２号様式  協議の経過  

山岸委員長 皆さん、こんにちは。総務、産業、建設常任委員会、第２回目というこ

とになりますけれども。まだ５分ばかり早いんですけれども、全員そろっ

ていますので、早速開会したいと思います。着座にて進めさせていただき

ます。 

まず最初に私の……、委員長の挨拶は今のでいいんですよね。ちなみに

総務、産業、建設常任委員会のメンバー６名出席しておりますので、本日

の会議は成立しております。それから、会議が始まる前ですけれども、こ

れから調査研究テーマについてということで、今日皆さんで協議していた

だきます。 

その前にまず皆さんに一応共通認識として１つだけお話をさせていただ

きます。我々委員が議員としてここに出席しております。それぞれの皆さ

んの意見が当然ありますから、ただ、会議の進め方として、事務局がボイ

スレコーダーで会議録を作ります。そのためには、必ず委員が手を挙げて、

私が何々委員と指名した時点で発言をしていただきたい。同時に、その委

員の発言が終わるまでは他の委員は待っていただきたいというかね、そう

いう進め方を皆さんに協力していただきたいということをお伝えしたいと

思います。よろしくお願いしたいと思います。 

それでは２回目ということで、当然皆さん顔はわかっていますので、あ

えて自己紹介はしなくてもよろしいですよね。（「はい」の声あり） 

それでは、早速３の早速会議事項ということで、調査研究テーマについ

てということで会議を進めさせていただきます。 

それで、皆さんのお手元に事務局から資料を用意していただきました。

私が事前にお願いしておりましたので。それで、まず資料の確認をさせて

いただきます。 

１番目はこれまでの研究テーマという資料がございます。平成 24年から

令和３年までの総務、産業、建設常任委員会で今まで取り組んできた研究

テーマの資料。それから、昨年公共施設マネジメントということで、議会

懇談会で使用した資料。それから、懇談会の結果。この資料、皆さんござ

いますね。（「はい」の声あり） 

それでですね、ここで１回休憩をさせていただきますので、この資料を

皆さん一応黙読していただいて、それからどういう研究テーマがいいのか

ということで、協議を進めさせていただきたいと思いますが、よろしいで

しょうか。（「はい」の声あり） 

では、休憩します。 

 休憩  午後１時２８分 

再開  午後１時２８分 

山岸委員長 再開いたします。 

本日、議長が出席しておりますので、議長からも一言お願いします。 

鈴木議長 本日、総務、産業、建設常任委員会の２回目ということですが、これか

らの研究テーマを決める回ということでございますので、各委員がそれぞ
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れいろいろと持っている、いろいろな今までやってきたことを含めまして、

それぞれ意見、考えがあるとは思いますけれども、今後とも山岸委員長を

中心に皆さんの意見を集約し、よりよい政策提言を皆様とともにまとめて

いただければなと考えておりますので、ぜひ皆様のこれからの御活躍を期

待申し上げまして議長からの挨拶にさせていただきます。よろしくお願い

いたします。 

山岸委員長 ありがとうございました。一旦休憩をいたします。 

 休憩  午後１時２９分 

再開  午後１時３５分 

山岸委員長 再開をいたします。 

今、皆さんに資料を目を通していただきましたけれども、今回の令和４

年度の研究テーマということで、皆さんからどういうテーマに取り組んだ

ら良いのか、御意見をいただきたいと思います。 

なかなか出ないのであれば、お一人ずつ、私、御指名しますので、御意

見いただきますか。 

では、まず前原さん。（「わたしからですか」の声あり）はい、お願いし

ます。 

前原委員  これまでの研究テーマということで資料をいただきまして、平成 24年か

ら令和３年まで載っています。 

 大体２年ずつやっているのが多いんですけれども、その中で今回、前回

の議会懇談会も出ています。あとは過疎地域の部分的な指定を受けました

部分とか、また少子高齢化もございます。考えていくと、漠然とはしてい

ますけれども、私的には空き家対策、大きい問題ですからね、がいいんじ

ゃないかなと思います。 

山岸委員長 では、櫻井委員、お願いします。 

櫻井委員  急に言われてもね、やっぱり、前原さんと同じだな。 

 あのね、一人ずつ聞く前に委員長と副委員長とこのテーマについてある

程度根回しをしながら、委員長と副委員長がやっぱり引っ張っていくんだ

からさ、常任委員会は。 

 私たちが考えたのはこうなんですがどうですかって投げかけてもらえば

早いんだな。一人ずつ聞いてああだこうだ語っているより早いんでないか。

（「まとまんねえよな」の声あり） 

 まとまんないよ。一人ずつ聞いてもさ。 

山岸委員長 櫻井さんの意見は意見として承りますけれども、常任委員会っていうの

は副委員長と委員長でもうテーマを最初から決めて、あるいは提供して話

をするものでは私はないと思っていまして、皆さんと協議をしたうえで、

今までもそうしてきましたから、そういう進め方をしたいと思っています

ので、今、意見を聞いております。 

ただ、今日決めることではなくて、一応皆さんの意見を聞いて、次回の

段階で取りまとめする進め方も一つかなと思っています。 

櫻井委員  やっぱりある程度、ぼーんと大きなテーマを出してさ、どうですか皆さ
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んいかがですかって、それを全体で協議するのはいいよ。だけれども、あ

る程度のたたき台みたいなものを委員長と副委員長で練りあって、実はこ

ういうわけでこういう方向性もあるんだけれどもや、皆さんなんだべ。こ

のほうが話が早いのさ、進むの。一人ずつ聞いたって、育ちも環境もみな

違うからさ。そいつを合わせるのは大変だと思うよ、俺は。 

 私はだから今言ったとおりね、前原さんの意見でいいよって。それは聞

いてないの。 

山岸委員長 はい、わかりました。櫻井委員は前原さんの意見と大体同じで、空き家

対策でいいよということでよろしいですね。（「はい」の声あり） 

はい、わかりました。 

では、次、藤田委員。 

藤田委員 今、資料で総務、産業、建設常任委員会のこれまでのテーマということ

から言えば、常任委員会で取り組むべきは何かというと、やはり現状を考

えると町民の方から議会懇談会で出されておりますけれども、30年にやっ

た定住化促進ね。これは、まず１つ。 

それから、町有未利用地の活用。これが過疎化も含めて移住・定住する

政策を考えないとますます人口減少になるし、少子高齢化になっていくと

いうことから考えれば、やはり町の未利用地を有効に活用して若者向けに

いろんな政策を考えなければ、まあ住まいですね、戸建ての住まいをつく

るとか、他の町でもやっているような、それもやっぱりいろいろ調べなが

ら定住化の促進を図っていくと。 

こういうことが今一番問われている、我が町に対してね。ここが一番問

題ではないかと私個人的にはそう思っておりますので、そこに空き地・空

き家も入りますので、その辺を絞ってやったらいいのではないかと、今こ

れを見た感じではそのように感じましたので、私からは定住化、未利用地

の活用、そして空き家というふうに３点くらい、まあ２点くらいに絞って

これから研究テーマとしてやってはどうかなというふうに私は思いまし

た。以上でございます。 

山岸委員長 はい。藤田さんは町有未利用地の活用と共にそれが空き家対策にもつな

がっているということでのテーマという意見ですね。（「そうだね」の声あ

り）はい、わかりました。 

では、赤坂委員お願いします。 

赤坂委員 皆さんはもうベテランで、ずっとこれまで議論してきたと思うんですけ

れどもね、私は６年のブランクがあって一町民としていろいろなことを見

てきているんで。 

そういう中では私が地域の議会懇談会の中にも参加させてもらって、よ

く意見を言っていることも十分頭に皆入っているかと思うんですけれど

も、やっぱり一番は今回過疎地域指定のね、南郷地域の問題が一番大きい

と思うんですよ。そしてその中で特に南郷中学校を存続させてほしいとい

う住民の……が圧倒的に南郷地域は多いんでね。その過疎対策もその学校

対策も含めた、そういう内容の検討が必要ではないかなと思うんですよね。 
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それであとの中身についてはもう少し時間をもらっていろいろ考えます

けれども、あとは今まで研究テーマを大体２年ごとにやってきているよう

なんだけれども、それの成果というのはどうなっているかというのは私全

然わからないので、その辺の分析も必要ではないかと思うんですよ。 

テーマを設けたけれども机上の論議で終わってしまってんだか、それは

成果としてこういうふうに反映されているとか、その辺がちょっと見えな

いんですね。それはやっぱり町民とすれば一番、いろんな懇談会でいろん

な意見を言ったけれども、あれはどうなったんですかというのがね、伝わ

ってないと思うんですよ。その辺が、この分析をどうするかということが

やっぱり最初に分析に入っていく必要があると思うのね。テーマを設けて

やればいいっていう話ではないの。やっぱり議員としては住民代表なので、

それがいかにして反映されるかというのはうんと大事な話なので。 

特に公共施設の、去年の懇談会も参加させてもらいましたけれども、言

わんとすることはわかるけれども、それがその具体的に長期計画なんかに

ちゃんと組み込まれていって、まあ前の説明資料からすると 500億もかか

るよと。そんなことも資料として出されているんだけれども、それが今後

どういうふうになっていくのか。もちろん、総務ですから、町の財政にも

関わってくることなんで、その町の財政も含めて大丈夫かというようなこ

ともあるわけですよ。 

だから、私が今言いたいことは、今までの分析評価というのもやっぱり

知りたいというのが一つね。あとはやっぱり今一番問題視されているのは

南郷地域の過疎対策、人口対策、少子化対策。これはやっぱり本気で詰め

る必要はあるんじゃないかと思います。 

もちろんその中には、今度一般質問でも町長にはお願いしますけれども、

中学校の存続の問題。学校建設反対ではないですから、私は。統合反対で

はない。ただ、やっぱり今これだけ過疎問題で南郷がね、住民はうんと不

安なんですよ。そこは真剣にやっぱり議会として考えなくては。 

山岸委員長 わかりました。一回休憩します。 

 休憩  午後１時４５分 

再開  午後１時４７分 

山岸委員長 再開します。テーマについての意見をお願いします。 

赤坂委員 テーマについては過疎対策をやっぱり最優先で進めるべきだっていうこ

とを私は強調した。その中の小分類で言うとすれば、俺的には町営住宅の

改修だとか、あとは子育て世帯が住みたくなる、こいつは前にもやってい

るようだけれども、未利用地の有効利用だとかね。これはもう絶対不可欠

な話。それは私さっきもちょっと触れている。 

山岸委員長 そうすると、赤坂さんの意見は過疎対策、大きく見た場合は、空き家対

策であり、未利用地の対策から過疎対策にもつながっていくんだろうとい

う。 

赤坂委員 もちろん未利用地というのは町が財産のね、公共施設マネジメントの中

にも多分入っていると思うんですよ。空き地もいっぱい。だから、それら
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をやっぱりもう少し具体化するということも必要だと思うんですよ。実際

は、調査の結果こうでしたでは先に進めないと思うんですよね。町民の意

見が議会でも真面目に反映されないというふうに住民から思われてしまう

んですよね。 

だから、私は、ここに定住化促進とか未利用地利用、公共施設マネジメ

ントについての総決算的な内容が今年度からは必要でないかと思うんです

よ。 

山岸委員長 ちなみに私たちがここ何年間で進めてきた内容は、研究テーマとして町

に提案を出している。その結果とは言えないかもしれないですけれども、

町としては総合計画・総合戦略の中に空き家対策だったりいろんな事業を

今、町としては入っています。老朽化対策とかね。 

それは、私たちも当然何年もやってきていますから、それは町にも当然

私たちの意見は反映されているとは思います。ただ、町としてはあくまで

総合計画と町の総合戦略という計画の中に盛り込んでそういう施策を進め

ているということなので、その辺はもう少し御理解をいただきたいと思い

ます。 

では、次に佐野副委員長。 

佐野副委員長 私は、全体的に 2040 年に１万９千なんぼだかになるという人口減少対

策というか、過疎も入ると思うんですけれども、過疎だけではなくてやっ

ぱりこう全体の町としての人口を減らさないような対策はどのようにした

らいいかというような。小牛田地域はこう、不動堂地域はこう、ある程度

人口が増えたからまあ……、その辺の、全体を見た中での人口減少対策と

いうような。 

なかなかこう過疎というか地方、私の地域も地方なのでなかなか、それ

をこうやれっていうよりもやっぱりこう町全体の対策を考えたらいいので

はないかと私は考えています。以上です。 

山岸委員長 佐野委員は人口減少対策という意見でございます。 

では私からも意見を述べさせていただきます。私も、テーマとして言っ

たらいいんだか、今まで取り組んできた町有未利用地、公共施設。美里町

全体で考えたときには、今美里町で私が受け止めているのは、美里町の最

大の課題っていうのは老朽化対策と町有未利用地、空き家対策。これが私

は最大の、今美里町の課題ではないかと思っています。それで、公共施設

マネジメントも２年間にわたって取り組んできました。大体内容について

は大分絞って提言をしております。 

それらを確実に町として、執行部として推進してもらえば一定の成果と

言いますか、見えてくる部分もあるんだろうなとは思っていますけれども、

なかなか一朝一夕には進まないっていうのは私もそう思っています。 

それであと、意識するのは議会懇談会。町民・住民の皆さんに私たちの

研究テーマを提示したときに、皆さんの意見は、確かにこの研究テーマに

ついてはいろいろ質問されます。それで私たち一応研究テーマを何年かけ

てやっていますから答弁は言える、お答えしてくるんですけれども、その
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中の意見ではもう少しわかりやすい内容とか、私たちのもっと身近な内容

を研究テーマにしてほしいということをよく言われるんですけれども、で

も実際は、我々が研究テーマで挙げたことは、今日、明日の話ではないん

ですけれども、実質的には町民・住民皆さんの身近な問題なんです、最終

的には。 

そういう思いがありますので、私もやっぱり美里町全体で考えたときは、

みんな当てはまるんですね、皆さん今、空き家対策もあるし、町有未利用

地もそうだし、人口減少もそうなんですよね。では、これを一本に絞ると

いうのはなかなか難しいなと私は思っていまして、まあ私としては、公共

マネジメントがもっと掘り下げたいなと思っていますけれども、２年やっ

ていますから同じテーマでやると町民の皆さんに懇談会で何年同じことを

やっていていつまでやっているんだということになってしまうんでね。 

やっぱり美里町の課題、町民・住民の皆さんが感じているのは、町の財

産があるにもかかわらず、それが利用されていないということなんで、も

う１回町有未利用地の対策と、これが結果的に空き家対策にもつながるか

なと思うんで。もう１度町有未利用地の対策に取り組んでもいいのかなと

私的には思っております。以上です。 

今、皆さんからそれぞれの御意見をいただきまして、何項目か……、か

ぶるからね、同じようなのが……。今、皆さんからの意見で、空き家対策、

人口減少……（「はい、委員長」の声あり） 

はい、赤坂委員。 

赤坂委員 皆さんが言っていることはほぼ同じなんですよ。表現が若干違うだけで

ね。だから、要は今ある人口減少の対策、それも過疎対策も定住化促進も

未利用地の利用も、これ全部関連している話なんだよね。だから表現の仕

方をここのところをうまくまとめたらいいんのではないかと思うんです

よ。皆さんから出ている意見を、今後常任委員会のテーマとすることにつ

いて。過去にやったからそのテーマは使えないということは多分ないと思

うんですよね。だから、今、いろんな出された意見を出されたというのは、

大体こう形が見えてきているのですよね。そいつをうまく表現すればいい

だけなんですよ。全部合わせて利用できるような内容の表現を考えればい

いんじゃないですか、みんなで。 

人口が減っているから増やさなくてはいけないとか、空き家とか、町の

遊んでいる土地の有効利用、そして若い人たちが住んでもらえるような環

境を作りましょうやとか。そいなことは全部一致している話なんですよ。

だから、そのくらい今回のこの委員会のテーマは、そこに集約する内容の

表現をここに出せばいいんじゃないですか。 

山岸委員長 はい。一旦休憩します。 

 休憩  午後１時５７分 

再開  午後２時２１分 

山岸委員長 再開します。 

ただいま休憩を挟んでいろいろ協議していただきました。それで研究テ
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ーマの題が６、７項目出ましたけれども、協議の中で大体共通認識的な部

分は統一していると思います。ただ、一個になかなか絞り切れないので、

次の会議までに委員長と副委員長で一定のテーマを少しまとめさせていた

だいて、それを次回に皆さんに提示させていただいて、それでもう１回協

議していただいて、研究テーマを決めていくという方向にさせてもらいま

す。よろしいでしょうか。（「はい」の声あり） 

そういうことで、次回の委員会はいつ頃がよろしいですか。（「休憩をお

願いします」の声あり） 

休憩いたします。 

 休憩  午後２時２２分 

再開  午後２時２５分 

山岸委員長 再開します。 

次回、第３回総務、産業、建設常任委員会の会議は３月８日９時半で開

会いたします。皆さん、今、先ほど話しましたように、もう１度研究テー

マについて３月８日までに考えを一応まとめておいてください。こちらか

らも提示させていただきますけれどもね。 

以上ですけれども、ほかに皆さんから何か。（「ございません」の声あり） 

よろしいですか。（「はい」の声あり） 

事務局からは。（「特にないです」の声あり） 

特にないですね。では、第２回総務、産業、建設常任委員会の会議事項、

終了させていただきます。 

副委員長、閉会の挨拶をお願いします。 

佐野副委員長 本日は第２回総務、産業、建設常任委員会、大変御苦労さまでございま

した。令和４年度の研究テーマを協議していただきました。次回、３月８

日にテーマを決めた中で、皆さんと研究をしていきたいと思いますので、

よろしくお願いします。 

大変御苦労さまでございました。 

 閉会 
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 会議の経過を記載して相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

令和４年２月１６日 

 

総務、産業、建設常任委員会 

 

委員長 


